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(57)【要約】
【課題】転写材の種別に応じて定着条件の設定を適切に
行うことができる画像形成装置を提供すること。
【解決手段】トナー像を定着設定温度に基づき加熱して
記録媒体上に定着させる定着装置と、記録媒体の平滑度
を検出する光学センサ５０と、光学センサ５０のセンサ
値に応じて定着設定温度を決定する熱源制御回路とを備
え、平滑度が検出された記録媒体を記録媒体Ｐ、記録媒
体Ｐの次に搬送される記録媒体を記録媒体Ｑとしたとき
、熱源制御回路は、光学センサ５０によって検出された
複数（１枚～ｎ枚）の記録媒体Ｐのセンサ値に応じて記
録媒体Ｑに対する定着設定温度を決定する。
【選択図】図５



(2) JP 2014-178574 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転写材上にトナー像を形成する画像形成手段と、
　前記転写材上に形成されたトナー像を目標定着温度に基づき加熱して前記転写材上に定
着させる定着手段と、
　前記目標定着温度の設定に際して使用される前記転写材の種別を検出する検出手段と、
　前記検出手段の検出値に応じて前記目標定着温度を決定する定着制御手段と、を備え、
　前記検出手段により種別が検出された転写材を転写材Ｐ、前記転写材Ｐの次に搬送され
る転写材を転写材Ｑとしたとき、
　前記定着制御手段は、前記検出手段によって検出された複数の転写材Ｐの検出値に応じ
て前記転写材Ｑに対する前記目標定着温度を決定することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記複数の転写材Ｐのうち最初の転写材Ｐの先端が前記検出手段によって検出された後
、前記定着手段が前記定着制御手段により決定された目標定着温度に達するまでの時間を
Ｔａ、前記転写材Ｑが前記定着手段に到達するまでの時間をＴｂとしたとき、
　Ｔｂ＞Ｔａの関係が成立するよう前記検出手段が配置されていることを特徴とする請求
項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記検出手段は、光源により前記転写材に照射された光の正反射方向における正反射光
の光の強度を検出することにより前記転写材の表面の平滑度を検出する平滑度検出手段に
よって構成されていることを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記定着制御手段は、前記平滑度検出手段によって所定期間内に検出された検出値の平
均値を用いて前記目標定着温度を決定することを特徴とする請求項３に記載の画像形成装
置。
【請求項５】
　前記定着制御手段は、前記平滑度検出手段によって前記複数の転写材Ｐのそれぞれで検
出された検出値の平均値を、前記所定期間内に検出された検出値の平均値として用いて前
記目標定着温度を決定することを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記平滑度検出手段は、前記複数の転写材Ｐのそれぞれについて複数回、平滑度の検出
を行うよう構成され、
　前記定着制御手段は、前記平滑度検出手段によって前記複数の転写材Ｐのそれぞれで検
出された複数の平滑度の平均値を各転写材Ｐの検出値として用いることを特徴とする請求
項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記転写材Ｐおよび前記転写材Ｑは、いずれも同一印刷ジョブ内の転写材であることを
特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記転写材Ｐと前記転写材Ｑとが互いに異なる印刷ジョブ内の転写材であることを特徴
とする請求項１～６のいずれか１項に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　転写材上にトナー像を形成する画像形成手段と、
　前記転写材上に形成されたトナー像を目標定着温度に基づき加熱して前記転写材上に定
着させる定着手段と、
　光源により前記転写材に照射された光の正反射方向における正反射光の光の強度を検出
することにより前記転写材の表面の平滑度を検出する平滑度検出手段と、
　前記平滑度検出手段の検出値に応じて前記目標定着温度を決定する定着制御手段と、を
備え、
　前記平滑度検出手段により平滑度が検出された転写材を転写材Ｐ、前記転写材Ｐの次に
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搬送される転写材を転写材Ｑとしたとき、
　前記平滑度検出手段は、前記転写材Ｐに対して複数回、平滑度の検出を行うよう構成さ
れ、
　前記定着制御手段は、前記平滑度検出手段によって検出された前記転写材Ｐの複数の検
出値の平均値に応じて前記転写材Ｑに対する前記目標定着温度を決定することを特徴とす
る画像形成装置。
【請求項１０】
　前記転写材Ｐの先端が前記検出手段によって検出された後、前記定着手段が前記定着制
御手段により決定された目標定着温度に達するまでの時間をＴａ、前記転写材Ｑが前記定
着手段に到達するまでの時間をＴｂとしたとき、
　Ｔｂ＞Ｔａの関係が成立するよう前記検出手段が配置されていることを特徴とする請求
項９に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記時間Ｔａは、ウォームアップ完了済みの前記定着手段が前記転写材Ｑに対して設定
される目標定着温度に達するまでの時間であることを特徴とする請求項１～１０のいずれ
か１項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機、ファクシミリ、プリンタまたはこれらの複合機等の画像形成装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル複写機、レーザプリンタ等のいわゆる電子写真方式の画像形成装置は、記録紙
等の記録媒体にトナー像を転写し、所定の条件で加熱および加圧することによりトナー像
を記録紙等の記録媒体に定着させて画像を形成するものである。
【０００３】
　このような画像形成装置においては、トナー像を定着する際の加熱量や圧力等の条件を
考慮する必要がある。特に、高画質な画像形成を行う際には、トナー像を定着するための
条件を記録媒体の種類に応じて個別に設定する必要がある。
【０００４】
　これは、記録媒体に記録される画像品質が、記録媒体の材質、厚さ、湿度、平滑性およ
び塗工状態等により大きく影響されるためである。例えば平滑性を表す指標として、平滑
度がある。平滑度は、紙面と試験板を密着させた時に、その間を一定量の空気が流れる時
間［ｓｅｃ］で表したものである。なお、塗工とは、インクや塗料などをコーティングま
たは印刷されていることを意味する。
【０００５】
　ここで、記録媒体の平滑度と定着品質には極めて高い相関がある。これは、記録媒体に
おける凹凸の程度により凹部におけるトナーの定着率が変化するためである。したがって
、平滑度を考慮した定着条件で定着を行わない場合には、高画質な画像を得ることができ
ないばかりか、場合によっては定着不良などの異常画像を引き起こすおそれがある。
【０００６】
　一方、近年の画像形成装置の進歩と表現方法の多様化に伴い、記録媒体となる記録紙の
種類は、数百種類以上存在し、さらに、各々の記録紙の種類において坪量や厚さ等の違い
により多岐にわたる銘柄が存在している。このため、高画質な画像を形成するためには、
記録紙等の記録媒体の種類や銘柄等に応じて、詳細な定着条件等を設定する必要がある。
【０００７】
　例えば記録媒体の種別としては、普通紙、グロスコート紙、マットコート紙、アートコ
ート紙等の塗工紙、ＯＨＰシート等の他に、紙の表面にエンボス加工を施した特殊紙等も
存在している。こうした特殊紙は、近年、増加しつつある。なお、記録媒体としては、記
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録紙等以外の記録媒体も存在している。
【０００８】
　ところで、現状の画像形成装置において、定着条件の設定は、記録材の坪量に応じて設
定されていることが極めて一般的である。例えば坪量６０～９０ｇ／ｍ２の紙を普通紙、
９１～１０５ｇ／ｍ２を中厚紙、１０６～２００ｇ／ｍ２を厚紙といった具合に、坪量に
応じて分類がなされており、各分類ごとに定着温度や記録媒体の搬送速度等を変更してい
る。
【０００９】
　記録材の坪量情報は、一般に記録材のパッケージ等に記載されており、ユーザ自身が把
握することができる。この坪量情報は、コピー機であれば操作部（オペレーションパネル
）上で、プリンタであればＰＣディスプレイに表示されたプリンタドライバ上で選択する
ことにより認識することができる。
【００１０】
　一般に、ユーザは、自ら上記坪量情報を設定する必要があり、印刷等を行う場合に煩わ
しいことに加え、誤って設定した場合に所望の高画質な画像を得ることができないことが
ある。
【００１１】
　そこで、従来、画像形成装置において、例えば記録媒体の厚みを検知するセンサを搭載
し、自動で記録媒体の選別を行い画像形成することのできる画像形成装置に関する技術が
検討されている。
【００１２】
　一方、記録媒体の平滑度は、通常、記録材のパッケージには印字されておらず、平滑度
情報をユーザ自身が知ることは極めて困難である。このため、記録媒体の平滑度は、セン
サなどを用いて入手せざるを得なかった。
【００１３】
　前述したように、平滑度と定着品質には高い相関があるが、平滑度は、記録材と試験片
との間に空気が一定量流れる時間であるから、短時間での検出が困難である。そこで、従
来、平滑度の代用特性として、平滑度と高い相関のある表面粗さや光の反射光量を計測す
るセンサが検討されてきた。
【００１４】
　従来、こうした平滑度の検出方法として、発光ダイオード（ＬＥＤ：Light Emitting D
iode）等の光源から発せられた光を記録媒体に照射し、記録媒体からの反射光量により記
録媒体の平滑度を検出する反射光方式が知られている。この反射光方式によれば、記録媒
体に対して非接触で平滑度を検出できるので、記録媒体へのダメージがないという利点を
有する。
【００１５】
　この種の反射光方式の平滑度検出方法として、例えば記録媒体の表面に照射された光の
正反射方向における反射光の光量を検出し、検出された正反射方向における光量に基づき
記録媒体の平滑度を検出する方法が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【００１６】
　また、光量検出部を複数有し、記録媒体の表面に照射された光の正反射方向における反
射光の光量のみならず、散乱反射光の光量を検出し、これら２つの光量に基づき記録媒体
の平滑度を識別する方法も知られている（例えば、特許文献２参照）。
【００１７】
　こうした検出方法で検出された平滑度は、例えば定着温度等の定着条件や画像形成条件
等の設定に利用される。また、画像形成開始から転写紙上への転写まで、および実際の定
着温度が目標定着温度に達するまでには、所定の時間を要する。
【００１８】
　したがって、検出した記録媒体の平滑度を定着条件や画像形成条件の設定に用いる画像
形成装置にあっては、前述したような所定の時間を考慮して前以て平滑度の検出を行う必
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要があり、平滑度検出用のセンサの配置や検知タイミングが特に重要である。
【００１９】
　また、画像形成装置のなかには、記録媒体の厚みを検出する紙厚検出センサ等を備え、
記録媒体の厚みに応じて定着条件を変更するものもある。こうした画像形成装置において
も、適切な定着条件の設定のためには紙厚検出センサ等の配置や検知タイミングが重要と
なる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　しかしながら、上述の特許文献１、２に記載の画像形成装置にあっては、画像形成開始
から転写紙上への転写までの時間、および実際の定着温度が目標定着温度に達するまでの
時間を考慮して最適な位置に平滑度検出用のセンサを配置することや、最適なタイミング
で検知を行うことについてなんら考慮されていない。
【００２１】
　また、平滑度用のセンサに限らず、紙厚検出センサにあっても、平滑度用のセンサと同
様、実際の定着温度が目標定着温度に達するまでの時間を考慮してその配置や検知タイミ
ングを適切に設定する必要がある。
【００２２】
　本発明は、上述のような事情に鑑みてなされたもので、転写材の種別に応じて定着条件
の設定を適切に行うことができる画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明に係る画像形成装置は、上記目的を達成するため、転写材上にトナー像を形成す
る画像形成手段と、前記転写材上に形成されたトナー像を目標定着温度に基づき加熱して
前記転写材上に定着させる定着手段と、前記目標定着温度の設定に際して使用される前記
転写材の種別を検出する検出手段と、前記検出手段の検出値に応じて前記目標定着温度を
決定する定着制御手段と、を備え、前記検出手段により種別が検出された転写材を転写材
Ｐ、前記転写材Ｐの次に搬送される転写材を転写材Ｑとしたとき、前記定着制御手段は、
前記検出手段によって検出された複数の転写材Ｐの検出値に応じて前記転写材Ｑに対する
前記目標定着温度を決定する構成を有する。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、転写材の種別に応じて定着条件の設定を適切に行うことができる画像
形成装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の概略断面図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る光学センサの概略正面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の機能ブロック図である。
【図４】従来の定着装置の定着処理を説明するためのタイムチャートである。
【図５】本発明の実施の形態に係る定着装置の定着処理における記録媒体Ｓと記録媒体Ｑ
との関係を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る定着処理の一例を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る定着装置の定着処理を説明するためのタイムチャート
である。
【図８】本発明の実施の形態に係る光学センサによる記録媒体の平滑度の検出方法の変形
例を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る定着装置の定着処理を印刷ジョブが異なる場合に適用
した例を示すタイムチャートである。
【発明を実施するための形態】
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【００２６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００２７】
　図１は、一般的な電子写真方式の画像形成装置における内部構成の一例を概略で示した
断面図である。画像形成装置１は、画像形成装置本体１００と、画像読取装置２００と、
両面ユニット３００とから構成されている。
【００２８】
　画像形成装置本体１００は、中間転写ベルト１１と、作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ
、１２ｋと、露光装置１３と、給紙装置１４と、記録媒体搬送路１６と、給紙コロ１７と
、胴内排紙部１８と、排紙装置２３とを備えている。また、画像形成装置本体１００は、
一次転写装置２５ｃ、２５ｍ、２５ｙ、２５ｋと、光学センサ５０と、定着装置６０とを
備えている。
【００２９】
　中間転写ベルト１１は、画像形成装置本体１００内に設けられた複数のローラに掛け回
され、ほぼ水平に張り渡された無端状のベルトであり、図中反時計方向に走行するように
構成されている。ここで、無端状とは、ベルトの両端部を接合し、かつ、つなぎ目が存在
しない状態をいう。
【００３０】
　作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ、１２ｋは、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラック
の各色に対応しており、中間転写ベルト１１の下方において中間転写ベルト１１の走行方
向に沿って四連タンデム式に並べて設けられている。
【００３１】
　また、作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ、１２ｋは、図中時計方向に回転するドラム状
の像担持体と、像担持体の周囲に設けられた帯電装置、現像装置、転写装置およびクリー
ニング装置等とによって構成される。
【００３２】
　露光装置１３は、作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ、１２ｋの下方に設けられる。露光
装置１３は、画像読取装置２００で読取られた原稿画像の各色トナー像に対応した潜像を
、帯電装置によって帯電した各作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ、１２ｋの像担持体上に
書き込む。
【００３３】
　給紙装置１４は、露光装置１３の下方に設けられており、転写材としての記録媒体Ｓを
積層して収納する複数の給紙カセット１５を有する。なお、図１において、給紙カセット
１５が２つ設けられているが、これは例示であり、本発明は、これに限定されるものでは
ない。
【００３４】
　記録媒体搬送路１６は、画像形成装置本体１００内部における右側方に、垂直上方に向
けて形成されており、画像形成装置本体１００と画像読取装置２００との間に形成された
胴内排紙部１８へと通じている。
【００３５】
　記録媒体搬送路１６には、記録媒体Ｓの搬送方向上流側から下流側に沿って順に、記録
媒体Ｓを搬送する搬送ローラ１９と、中間転写ベルト１１に対向する二次転写装置２１と
、定着装置６０と、排紙装置２３とが設けられている。また、記録媒体搬送路１６には、
定着装置６０の記録媒体搬送方向下流側に、両面ユニット３００への再給紙搬送路が分岐
されて設けられている。
【００３６】
　給紙コロ１７は、図１中各給紙カセット１５の右上に設けられており、各給紙カセット
１５内の記録媒体Ｓを１枚ずつ繰り出して記録媒体搬送路１６に送り込む。
【００３７】
　胴内排紙部１８は、画像形成装置本体１００と画像読取装置２００との間に形成され、
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排紙装置２３から排紙された記録媒体Ｓがスタックされる。
【００３８】
　一次転写装置２５ｃ、２５ｍ、２５ｙ、２５ｋは、各作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ
、１２ｋの像担持体と中間転写ベルト１１との双方に接するよう設けられている。一次転
写装置２５ｃ、２５ｍ、２５ｙ、２５ｋは、各作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ、１２ｋ
の像担持体上のトナー像を順次中間転写ベルト１１上に一次転写することで、中間転写ベ
ルト１１上に所望のカラー画像を形成する。
【００３９】
　光学センサ５０は、搬送ローラ１９の下流側に設けられており、給紙カセット１５また
は手差し給紙装置３６から記録媒体搬送路１６に搬送された記録媒体Ｓの平滑度を算出す
る。光学センサ５０は、算出した記録媒体Ｓの平滑度から、後述する定着設定温度（目標
定着温度）を含む定着条件の設定に際して使用される記録媒体Ｓの種別を検出するように
なっている。本実施の形態における光学センサ５０は、検出手段を構成する。
【００４０】
　なお、記録媒体Ｓの種別を検出する検出手段としては、上記光学センサ５０の他、例え
ば記録媒体Ｓの厚みを検出し、この検出結果に基づき記録媒体Ｓの種別を検出する紙厚セ
ンサ等を用いることができる。紙厚センサとしては、例えば複数のセンサ間における記録
媒体Ｓの搬送時間から紙厚を特定するものや、記録媒体Ｓの先端の映像を読み取ることで
記録媒体Ｓの厚さに比例して発生する記録媒体Ｓの影の面積の変化から紙厚を特定するも
の、あるいは複数の記録媒体からなる紙束の一方の面に光を照射し、その漏れ光を紙束の
側面から検知することにより紙厚を特定するもの等、種々の構成の紙厚センサを用いるこ
とができる。
【００４１】
　光学センサ５０を搬送ローラ１９の下流側に設けることで、画像形成装置１は、各給紙
カセット１５および手差し給紙装置３６のすべてに光学センサ５０を設置することなく、
記録媒体搬送路１６を通過するすべての記録媒体Ｓの平滑度を算出することができる。
【００４２】
　光学センサ５０の画像形成装置内の搭載方式としては、各給紙カセット１５に積載され
た最上位の記録媒体Ｓの近傍に設置して記録媒体Ｓの表面を検出する方式が考えられるが
、このような場合には光学センサ５０の数が増えてコスト高になる。また、記録媒体Ｓを
給紙カセット１５にセットする際、光学センサ５０と記録媒体Ｓの距離が近いので操作の
邪魔になり給紙カセット１５の開閉と同期したセンサ解除（開放して最上位の記録媒体Ｓ
から離す等）機構も必要となって機構が複雑になる。このため、本実施の形態では、光学
センサ５０を上記の通り搬送ローラ１９の下流側に設けることで上記不具合を解消してい
る。なお、光学センサ５０の詳細については、後述する。
【００４３】
　搬送ローラ１９の記録媒体搬送方向上流側には、給紙路３７が設けられている。給紙路
３７は、一旦画像が表面に形成、定着された記録媒体Ｓを両面ユニット３００から再度記
録媒体搬送路１６へ再給紙するため、または、両面ユニット３００を横切って手差し給紙
装置３６から記録媒体Ｓを手差し給紙するために設けられている。また、給紙路３７は、
記録媒体搬送路１６に合流している。
【００４４】
　二次転写装置２１は、中間転写ベルト１１と二次転写装置２１との間に形成された二次
転写位置において、中間転写ベルト１１上に形成されたトナー像を記録媒体Ｓに転写する
。本実施の形態のおける一次転写装置２５ｃ、２５ｍ、２５ｙ、２５ｋおよび二次転写装
置２１は、記録媒体Ｓ上にトナー像を形成する画像形成手段を構成する。
【００４５】
　定着装置６０は、記録媒体Ｓ上に形成されたトナー像を後述する定着設定温度（目標定
着温度）に基づき加熱して記録媒体Ｓ上に定着させるものである。具体的には、定着装置
６０は、記録媒体Ｓに熱を加える加熱部材と、記録媒体Ｓに圧力を加える加圧部材とを有
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する。定着装置６０は、加熱部材および加圧部材の間に形成されたニップ部において記録
媒体Ｓを加熱および加圧し、記録媒体Ｓ上の未定着のトナー像を記録媒体Ｓに定着させる
。本実施の形態における定着装置６０は、定着手段を構成する。
【００４６】
　次に、画像形成装置１でコピーを取る場合における画像形成動作について説明する。
【００４７】
　まず、画像形成装置１は、画像読取装置２００で読取った原稿画像の各色トナー像に対
応した潜像を、帯電装置によって一様に帯電した各作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ、１
２ｋの像担持体上に、露光装置１３を用いて書き込む。
【００４８】
　次いで、画像形成装置１は、各作像装置１２ｃ、１２ｍ、１２ｙ、１２ｋの像担持体上
の各色トナー潜像に、現像装置から各色トナーを付与することで、トナー像を形成する。
【００４９】
　次いで、画像形成装置１は、像担持体上に形成された各色トナー像を、一次転写装置２
５ｃ、２５ｍ、２５ｙ、２５ｋを用いて、順次中間転写ベルト１１上に一次転写すること
で、中間転写ベルト１１上に所望のカラー画像を形成する。
【００５０】
　一方で、画像形成装置１は、二段構成の給紙カセットにおける給紙コロ１７の一方を選
択的に回転させて対応する給紙カセット１５から記録媒体Ｓを繰り出すか、手差し給紙装
置３６から給紙路３７に手差しの記録媒体Ｓを繰り出す。
【００５１】
　次いで、画像形成装置１は、給紙カセット１５または手差し給紙装置３６から繰り出し
た記録媒体Ｓを記録媒体搬送路１６に搬入する。
【００５２】
　次いで、画像形成装置１は、記録媒体搬送路１６を通して搬送ローラ１９まで搬送され
た記録媒体Ｓを、搬送ローラ１９により、中間転写ベルト１１上に形成されたトナー像と
タイミングを取って二次転写装置２１の二次転写位置に送り込む。
【００５３】
　ここで、画像形成装置１は、光学センサ５０によって記録媒体Ｓの平滑度を算出すると
ともに、二次転写装置２１によって中間転写ベルト１１上のカラー画像を記録媒体Ｓに転
写する。
【００５４】
　次いで、画像形成装置１は、カラー画像が転写された記録媒体Ｓを定着装置６０に搬送
し、定着装置６０のニップ部において加熱および加圧することで、記録媒体Ｓにカラー画
像を定着する。
【００５５】
　ここで、記録媒体Ｓの裏面にも画像を形成する場合、画像形成装置１は、片面にカラー
画像が定着した記録媒体Ｓを、搬送経路を切り替える切替爪（不図示）を利用して、再給
紙搬送路２４に搬入し、両面ユニット３００に搬送する。
【００５６】
　そして、記録媒体Ｓは、両面ユニット３００を通過する場合に、その表面と裏面とを反
転させられたのちに給紙路３７に搬入され、給紙路３７を通して、記録媒体搬送路１６に
再給紙される。
【００５７】
　記録媒体Ｓが再給紙された後に、画像形成装置１は、中間転写ベルト１１上に形成され
た裏面用のカラー画像を、表面の場合と同様に記録媒体Ｓに二次転写し、定着装置６０に
よって二次転写されたカラー画像を定着する。
【００５８】
　記録媒体Ｓへのカラー画像の定着がすべて終了すると、画像形成装置１は、排紙装置２
３によってカラー画像の定着した記録媒体Ｓを、胴内排紙部１８上に排紙し、記録媒体Ｓ
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がスタックされることで画像形成動作が完了する。
【００５９】
　図２は、光学センサ５０の構成について説明する図である。
【００６０】
　光学センサ５０は、光源５１と、コリメートレンズ５２と、光検出器としての正反射光
検出器５３と、アパーチャ５４と、制御部５５とを含んで構成されている。
【００６１】
　光源５１は、面発光レーザ（ＶＣＳＥＬ：Vertical Cavity Surface Emitting Laser）
によって構成されている。そのため、光源５１は、安定した光源として一般的なＬＥＤや
端面ＬＤ（Laser Diode）を使用する場合よりも、ＦＦＰ（Far Field Pattern）を抑える
ことができ、より精度のよい光学系を形成することができる。ここで、ＦＦＰとは、ビー
ムの広がり角を意味する値である。なお、光源５１は、面発光レーザに限らず、ＬＥＤ等
の各種光源によって構成されていてもよい。
【００６２】
　コリメートレンズ５２は、光源５１と記録媒体Ｓの照射面との間に設けられ、光源５１
から照射される光をコリメート光に変換する凸面のレンズである。ここで、コリメートと
は、光源から発せられるレーザ光を拡散、収束しない平行な光の束にすることを意味し、
コリメート光とは、平行な状態に調整されたレーザ光を意味する。
【００６３】
　コリメートレンズ５２によって光源５１から照射されるレーザ光の記録媒体Ｓへの入射
角およびコリメート光の平行性を調整することにより、光学センサ５０は、記録媒体Ｓの
平滑度の検出感度を上昇させることができる。
【００６４】
　正反射光検出器５３は、光源５１から照射されるレーザ光の方向において、記録媒体Ｓ
の反射面よりも下流側に設けられており、記録媒体Ｓに正反射された光を検出するフォト
ダイオード等から構成されている。
【００６５】
　正反射光検出器５３は、記録媒体Ｓに正反射された光の強度を電圧として検出し、検出
した結果を出力信号として制御部５５に出力する。これにより、光学センサ５０は、記録
媒体Ｓの平滑度を制御部５５によって算出することができる。
【００６６】
　アパーチャ５４は、記録媒体Ｓの照射面と正反射光検出器５３との間に設けられ、正反
射光検出器５３に入社する光の入射角を制限する。アパーチャ５４を設けることにより、
光学センサ５０は、光源５１から照射され記録媒体Ｓの照射面で反射された反射光の光量
を確保しつつ、反射光に混じった散乱光を制限することができ、平滑度検出の精度が低下
することを防ぐことができる。
【００６７】
　制御部５５は、正反射光検出器５３に接続されており、正反射光検出器５３によって検
出されたセンサ値（検出値）から記録媒体Ｓの平滑度を算出する。なお、制御部５５の機
能については、後述する。
【００６８】
　このように構成された光学センサ５０は、光源５１により記録媒体Ｓに照射された光の
正反射方向における正反射光の光の強度を検出することにより記録媒体Ｓの表面の平滑度
を検出するようになっている。本実施の形態における光学センサ５０は、平滑度検出手段
を構成する。
【００６９】
　図３は、画像形成装置１の各構成を示す機能ブロック図である。
【００７０】
　図３において、画像形成装置１は、ＣＰＵ１０１にバスを介して各要素が接続され、Ｃ
ＰＵ１０１が各要素を制御し、画像形成装置１の機能を発揮できるようにしている。
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【００７１】
　ＣＰＵ１０１には、給紙カセット１５と、記録媒体搬送路１６と、二次転写装置２１と
、排紙装置２３と、手差し給紙装置３６と、定着装置６０と、メモリ部１０２と、Ａ／Ｄ
変換部１０６と、電圧検出部１０７と、インターフェース１０８とが接続されている。ま
た、ＣＰＵ１０１には、画像読取装置２００と、両面ユニット３００とが接続されている
。
【００７２】
　定着装置６０は、熱源６２が加熱部材に供給する熱量（以下、「供給熱量」という）、
すなわち定着設定温度（目標定着温度）を決定する熱源制御回路６１と、加熱部材および
加圧部材の温度を検出するサーミスタ６４とを備えている。
【００７３】
　ここで、上述したように高画質な画像を得るためには、定着品質と極めて高い相関のあ
る平滑度を考慮して定着設定温度（目標定着温度）を決定する必要がある。したがって、
本実施の形態に係る熱源制御回路６１は、上述の光学センサ５０のセンサ値、すなわち光
学センサ５０で検出された記録媒体Ｓの表面の平滑度に応じて定着設定温度（目標定着温
度）を決定する。本実施の形態における熱源制御回路６１は、定着制御手段を構成する。
【００７４】
　また、定着装置６０は、サーミスタ６４で検出したアナログ値をＣＰＵで処理するため
にデジタル値にＡ／Ｄ変換してＣＰＵ１０１に通知するＡ／Ｄ変換部６３を備えている。
また、定着装置６０は、加圧部材を加熱部材に押付ける力およびニップ部の幅を制御する
加圧制御回路６５を備えている。
【００７５】
　また、定着装置６０には、光学センサ５０の制御部５５が接続されており、制御部５５
から送信される信号を定着装置６０が受信することで、熱源制御回路６１および加圧制御
回路６５の制御が実行される。
【００７６】
　メモリ部１０２は、ＲＯＭ（Read Only Memory）１０３と、ＲＡＭ（Random Access Me
mory）１０４とから構成されている。ＲＯＭ１０３には、ＣＰＵ１０１が実行するプログ
ラムコードと、定着制御パターンが格納されている。また、ＲＡＭ１０４には、検出電圧
が１次的に格納される。
【００７７】
　ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０３に格納されたプログラムコードを読み出し、ＲＡＭ１０
４に展開し、ＲＡＭ１０４をデータバッファとしても使用しながらプログラムコードで定
義されたプログラムを実行し、各要素を制御する。
【００７８】
　電流制御回路１０５は、光学センサ５０の制御部５５から送信される信号を受信し、二
次転写装置２１がトナー像を記録媒体Ｓに転写する場合の転写電流値を制御する要素であ
る。
【００７９】
　Ａ／Ｄ変換部１０６は、安定した電力状態で制御を行うために電圧検出を行う電圧検出
部１０７が検出したアナログ電圧を、ＣＰＵ１０１で処理するためにデジタル値に変換し
、ＣＰＵ１０１に通知する要素である。
【００８０】
　インターフェース１０８は、ハードディスク装置などの外部記憶素子１０９やパソコン
などの外部通信機器１１０と接続する接続手段として機能し、外部から画像形成装置１内
に画像データを取り込む。
【００８１】
　次に、図４を参照して、本実施の形態に係る光学センサ５０と同様の平滑度検出用の光
学センサを備えた従来の画像形成装置における定着処理について説明する。
【００８２】
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　図４に示すように、従来の定着処理においては、まず記録媒体Ｓの先端が光学センサに
達すると、光学センサによって記録媒体Ｓの平滑度の検出が開始される（時間Ｔ０）。こ
こで、時間Ｔ０は、記録媒体Ｓの先端が光学センサと対向する面に到達した時点を意味す
る。
【００８３】
　その後、光学センサは、プロセス線速（搬送速度）ｖで搬送される記録媒体Ｓの検出を
時間Ｔ０から時間Ｔ１まで実施する。すなわち、記録媒体Ｓの検出は、時間Ｔ１で終了す
る。この処理において、光学センサは、光源からコリメートレンズを介して照射されるレ
ーザ光を時間Ｔ１になるまで記録媒体Ｓの印字面に照射する。
【００８４】
　そして、記録媒体Ｓの印字面において正反射されアパーチャを通過した正反射光は、正
反射光検出器に入射する。なお、時間Ｔ１は、光学センサがプロセス線速（搬送速度）ｖ
で搬送される記録媒体Ｓの平滑度を時間Ｔ０から算出を開始し、算出を完了するのに十分
な時間を意味する。また、光学センサによる検出の終了は、記録媒体Ｓの後端が光学セン
サに達する時間でもよいし、記録媒体Ｓの搬送中における所定の時点でも構わない。
【００８５】
　次いで、時間Ｔ２において、時間Ｔ１までに光学センサによって検出されたセンサ値が
制御部によって確定される。ここで、センサ値の確定は、例えば時間Ｔ０から時間Ｔ１の
期間に正反射光検出器において検出された電圧の平均値でもよいし、また、最小値でもよ
い。また、時間Ｔ２は、光学センサが時間Ｔ１まで測定したセンサ値を、光学センサの制
御部が確定するのに十分な時間を意味する。
【００８６】
　センサ値が確定すると、時間Ｔ３において、確定したセンサ値に応じた定着装置の供給
熱量、すなわち定着装置のニップ部における定着設定温度（目標定着温度）が熱源制御回
路によって決定される。
【００８７】
　ここで、定着設定温度（目標定着温度）は、予め実験的に求められた記録媒体Ｓの平滑
度と定着設定温度との相関に基づきメモリ等の記憶部に記憶された電圧値と定着設定温度
との関係テーブルを参照することによって決定することができる。また、定着設定温度（
目標定着温度）は、予め実験的に求められた記録媒体Ｓの平滑度と定着設定温度との相関
に基づきメモリ等の記憶部に記憶された数式を用いて、検出された平滑度から算出するこ
とも可能である。
【００８８】
　定着設定温度（目標定着温度）が決定すると、時間Ｔ４において、定着装置のニップ部
が定着設定温度（目標定着温度）となるよう熱源から加熱部材に対して熱の供給が開始さ
れる。その後、時間Ｔ５において、定着装置のニップ部の温度が定着設定温度（目標定着
温度）に達する。
【００８９】
　一方、記録媒体Ｓは、時間Ｔ０に先端が光学センサに到達してから、定着装置のニップ
部までの搬送距離Ｌをプロセス線速（搬送速度）ｖで搬送され、時間Ｔ６（＝Ｔ０＋Ｌ／
ｖ）にニップ部に到達する。
【００９０】
　ところが、こうした従来の画像形成装置における定着処理では、定着装置が定着設定温
度（目標定着温度）に達する時間Ｔ５よりも前の時間Ｔ６において記録媒体Ｓが定着装置
のニップ部に到達してしまっていた。このため、従来の画像形成装置では、記録媒体Ｓに
対して、決定された定着設定温度（目標定着温度）で定着を行うことができないという問
題があった。
【００９１】
　そこで、本実施の形態に係る画像形成装置１では、記録媒体Ｓが定着装置のニップ部に
到達するよりも前に定着装置６０が定着設定温度（目標定着温度）に達する、すなわち時
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間Ｔ６＞時間Ｔ５の関係を満たすような構成とした。
【００９２】
　ここで、時間Ｔ６＞時間Ｔ５の関係を満たすにあたっては、平滑度を検出した記録媒体
Ｓと、その検出された平滑度に応じて決定された定着設定温度（目標定着温度）で定着さ
せる記録媒体Ｓとが同一であることが望ましい。この場合、例えば光学センサ５０と定着
装置６０との距離を長くとれば、上記時間Ｔ６＞時間Ｔ５の関係を満たすことが可能であ
る。しかし、近年の装置小型化の要求や、上述したような給紙カセット１５に光学センサ
５０を配置することによる不具合を考慮すると、同一の記録媒体Ｓに対して上記時間Ｔ６
＞時間Ｔ５の関係を満たすことは困難である。
【００９３】
　そこで、本実施の形態では、以下に説明するように、平滑度を検出する記録媒体Ｓと、
その検出された平滑度に応じて決定された定着設定温度（目標定着温度）で定着させる記
録媒体Ｓとを異ならせることで、上記時間Ｔ６＞時間Ｔ５の関係を成立させるようにした
。ここで、上記時間Ｔ５は本発明における時間Ｔａに相当し、上記時間Ｔ６は本発明にお
ける時間Ｔｂに相当する。
【００９４】
　また、本実施の形態では、より適切な定着設定温度（目標定着温度）を設定するために
、複数の記録媒体Ｓに対して平滑度の検出を行い、これら複数の記録媒体Ｓの平滑度に応
じて定着設定温度（目標定着温度）を決定するようにしている。こうした定着設定温度（
目標定着温度）の決定は、上述したように熱源制御回路６１によって行われる。
【００９５】
　以下、図５を参照して、本実施の形態に係る定着処理について説明する。
【００９６】
　図５においては、光学センサ５０により平滑度が検出された記録媒体を記録媒体Ｐ、記
録媒体Ｐの次に搬送される記録媒体を記録媒体Ｑとして説明を行う。なお、本実施の形態
では、記録媒体Ｐは複数（例えば１枚～ｎ枚）存在する。
【００９７】
　また、本実施の形態では、上記記録媒体Ｐおよび記録媒体Ｑが、いずれも同一印刷ジョ
ブ内の記録媒体である場合について説明する。
【００９８】
　図５に示すように、光学センサ５０は、１枚目～ｎ枚目の記録媒体Ｐに対して平滑度の
検出を行い、これら記録媒体Ｐのセンサ値を熱源制御回路６１に送信する。
【００９９】
　熱源制御回路６１は、光学センサ５０によって検出された１枚目～ｎ枚目の記録媒体Ｐ
のセンサ値に応じて記録媒体Ｑに対する定着設定温度（目標定着温度）を決定する。
【０１００】
　ここで、１枚目～ｎ枚目の記録媒体Ｐのセンサ値に応じて決定された定着設定温度（目
標定着温度）は、１枚目の記録媒体Ｑ以降、順次搬送されてくるｍ枚目までの記録媒体Ｑ
の全てに対して反映させてもよいし、ニップ部に到達する記録媒体Ｑごとに定着設定温度
（目標定着温度）を逐次変更する構成としてもよい。後者の場合、１枚目～ｎ枚目の記録
媒体Ｐのセンサ値に応じて決定された定着設定温度（目標定着温度）は１枚目の記録媒体
Ｑに反映させ、２枚目～ｎ＋１枚目の記録媒体Ｐのセンサ値に応じて決定された定着設定
温度（目標定着温度）は２枚目の記録媒体Ｑに反映させるようするのが好ましい。
【０１０１】
　図６は、１枚目～３枚目の記録媒体Ｐのセンサ値に応じて定着設定温度（目標定着温度
）を決定する例を示している。
【０１０２】
　図６に示すように、１枚目～３枚目までの記録媒体Ｐが順次搬送され、光学センサ５０
を通過し、これら１枚目～３枚目までの記録媒体Ｐのセンサ値に応じて定着設定温度（目
標定着温度）が決定される。このとき、１枚目～３枚目までの記録媒体Ｐのセンサ値に応
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じて決定された定着設定温度（目標定着温度）が反映される４枚目の記録媒体、すなわち
１枚目の記録媒体Ｑは、光学センサ５０の手前に位置している。したがって、このときの
３枚目の記録媒体Ｐの先端と定着装置６０のニップ部との距離Ａは、４枚目の記録媒体（
１枚目の記録媒体Ｑ）の先端と定着装置６０のニップ部との距離Ｂよりも短い。つまり、
４枚目の記録媒体（１枚目の記録媒体Ｑ）は、３枚目の記録媒体Ｐよりも遅れて定着装置
６０のニップ部に到達することとなる。
【０１０３】
　このため、４枚目の記録媒体、すなわち１枚目の記録媒体Ｑが定着装置６０のニップ部
に到達する前に、定着装置６０を定着設定温度（目標定着温度）まで上昇させておくこと
ができる。この場合、光学センサ５０は、定着設定温度（目標定着温度）の決定後、４枚
目の記録媒体（１枚目の記録媒体Ｑ）がニップ部に到達する前に定着装置６０が定着設定
温度（目標定着温度）に達することができる距離Ａおよび距離Ｂを確保する必要がある。
つまり、光学センサ５０は、上記のようなことを考慮して適切な位置に配置される。
【０１０４】
　したがって、本実施の形態では、図７に示すように、複数の記録媒体Ｐのうち最初の記
録媒体Ｐの先端が光学センサ５０によって検出された後、定着装置６０が熱源制御回路６
１により決定された定着設定温度（目標定着温度）に達するまでの時間をＴ５、記録媒体
Ｑが定着装置６０に到達するまでの時間をＴ６としたとき、時間Ｔ６＞時間Ｔ５の関係が
成立するよう光学センサ５０が配置されている。
【０１０５】
　ここで、変更前の定着設定温度は、定着装置６０のウォームアップ完了後の所定温度で
ある。したがって、上記時間Ｔ５は、ウォームアップ完了済みの定着装置６０が記録媒体
Ｑに対して設定される定着設定温度（目標定着温度）に達するまでの時間である。
【０１０６】
　また、本実施の形態では、定着設定温度（目標定着温度）を決定する際に用いられる複
数の記録媒体Ｐのセンサ値は、光学センサ５０によって検出された複数の記録媒体Ｐのセ
ンサ値の平均値である。つまり、熱源制御回路６１は、光学センサ５０によって所定期間
内（本実施の形態では、例えば１枚目～ｎ枚目の記録媒体Ｐが光学センサ５０を通過する
期間）に検出された複数の記録媒体Ｐのセンサ値の平均値を用いて定着設定温度（目標定
着温度）を決定する。これにより、記録媒体Ｐの平滑度に関する情報量を増やすことがで
き、使用される記録媒体Ｐの平均的な平滑度をより正確に検出することができる。
【０１０７】
　ここで、記録媒体Ｐのセンサ値は、各記録媒体Ｐごとに任意の検出タイミングで１回の
検出によって得られるセンサ値であってもよいし、あるいは図８に示すように、各記録媒
体Ｐごとに複数回の検出を行ってその複数回の検出で得られたセンサ値の平均値であって
もよい。
【０１０８】
　すなわち、後者の場合、図８に示すように、光学センサ５０は、複数の記録媒体Ｐのそ
れぞれについて複数回、平滑度の検出を行うよう構成されている。また、熱源制御回路６
１は、光学センサ５０によって複数の記録媒体Ｐのそれぞれで検出された複数の平滑度の
平均値を各記録媒体Ｐのセンサ値として用いるようになっている。この場合、例えば搬送
中の記録媒体Ｐに微小な折れ曲がりや歪みが生じても、これらを要因としたセンサ値の変
動を抑制することができる。このため、正確なセンサ値を取得することができ、安定して
記録媒体Ｐのセンサ値を得ることができる。
【０１０９】
　以上のように、本実施の形態に係る画像形成装置１は、光学センサ５０によって検出さ
れた複数の記録媒体Ｐのセンサ値に応じて、記録媒体Ｐの次に搬送される記録媒体Ｑに対
する定着設定温度（目標定着温度）を決定するようになっている。このため、複数の記録
媒体Ｐのセンサ値に応じて最適な定着設定温度（目標定着温度）が決定されるので、記録
媒体の種別に応じて定着条件の設定を適切に行うことができる。
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【０１１０】
　これにより、本実施の形態に係る画像形成装置１は、記録媒体Ｐの平滑度に応じた最適
熱量が供給され、効率よく記録媒体Ｑ上の未定着の画像を定着することができる。
【０１１１】
　また、本実施の形態に係る画像形成装置１は、最初の記録媒体Ｐの先端が光学センサ５
０により検出された後、定着装置６０が定着設定温度（目標定着温度）に達するまでの時
間Ｔ５よりも記録媒体Ｑが定着装置６０に到達するまでの時間Ｔ６が大きくなるよう光学
センサ５０が配置されている。このため、記録媒体Ｑが定着装置６０に到達するまでにニ
ップ部の定着温度を定着設定温度（目標定着温度）まで上昇させておくことができる。
【０１１２】
　したがって、適切な熱量を記録媒体Ｑに供給することができ、記録媒体Ｑに対して定着
不良が生じることを防止することができる。また、過剰な熱量が記録媒体Ｑに供給される
こともないので、消費電力の削減も図られる。
【０１１３】
　なお、本実施の形態では、光学センサ５０を記録媒体Ｓの画像が定着する面を検出する
向きに配置したが、これに限らず、例えばレイアウトの都合上、困難な場合には、記録媒
体Ｓの画像が定着する面の裏面を検出する向きに配置してもよい。
【０１１４】
　また、本実施の形態において、光学センサ５０は、時間Ｔ１まで記録媒体Ｓの平滑度の
検出を行うよう構成されているが、これに限らず、例えば記録媒体Ｓの後端が光学センサ
５０に到達する時間まで検出してもよい。
【０１１５】
　また、本実施の形態は、上述したように、光学センサ５０によって１枚目～ｎ枚目の記
録媒体Ｐのそれぞれで検出されたセンサ値の平均値を用いて定着設定温度（目標定着温度
）を決定するようにした。これに対し、本発明に係る画像形成装置は、例えば１枚の記録
媒体Ｐで検出されたセンサ値を用いて定着設定温度（目標定着温度）を決定するようにし
てもよい。
【０１１６】
　この場合、光学センサ５０は、１枚の記録媒体Ｐに対して複数回、平滑度の検出を行う
よう構成される。さらにこの場合は、熱源制御回路６１が１枚の記録媒体Ｐにおいて検出
された複数の平滑度の平均値を記録媒体Ｐのセンサ値として用いて定着設定温度（目標定
着温度）を決定するのが好ましい。なお、こうした例にあっても、本実施の形態と同様、
上記時間Ｔ６＞時間Ｔ５の関係が成立するよう光学センサ５０が配置される。
【０１１７】
　このように構成された画像形成装置にあっては、本実施の形態と比較して記録媒体Ｐの
平滑度の検出期間を短くすることで、記録媒体Ｑに与える供給熱量を迅速に変更すること
ができる。
【０１１８】
　また、本実施の形態では、記録媒体Ｐおよび記録媒体Ｑがいずれも同一印刷ジョブ内の
記録媒体である場合に本発明に係る画像形成装置を適用した例について説明した。これに
対し、本発明に係る画像形成装置は、例えば、図９に示すように、記録媒体Ｐと記録媒体
Ｑとが互いに異なる印刷ジョブ内の記録媒体である場合に適用することも可能である。
【０１１９】
　図９は、印刷ジョブＡにおいて検出された１枚～ｎ枚の記録媒体Ｐの平滑度に応じて決
定された記録媒体Ｑに対する定着設定温度（目標定着温度）が同一の印刷ジョブＡ内の記
録媒体Ｑに反映できない場合を示すものである。例えば、印刷ジョブＡが極少数（例えば
ｎ枚以下）の記録媒体Ｐのみである場合等である。
【０１２０】
　この場合、印刷ジョブＡで決定された定着設定温度（目標定着温度）をメモリ等の記憶
手段に記憶しておくことで、次回の印刷ジョブＢにおいて印刷ジョブＡで決定された定着
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設定温度（目標定着温度）をそのまま使用することができる。つまり、互いに異なる印刷
ジョブＡおよび印刷ジョブＢを跨いで決定された供給熱量を用いることができる。
【０１２１】
　このため、印刷ジョブＢでは、再度の平滑度の検出を行う必要がなく、復帰時から適切
な供給熱量を与えることができ、早期に定着設定温度（目標定着温度）で定着を行うこと
ができる。これにより、定着処理に係る温度制御を無駄なく行うことができる。
【符号の説明】
【０１２２】
　１　画像形成装置
　２１　二次転写装置（画像形成手段）
　２５ｃ、２５ｍ、２５ｙ、２５ｋ　一次転写装置（画像形成手段）
　５０　光学センサ（検出手段、平滑度検出手段）
　５１　光源
　５３　正反射光検出器
　５５　制御部
　６０　定着装置（定着手段）
　６１　熱源制御回路（定着制御手段）
　６２　熱源
　１００　画像形成装置本体
　１０１　ＣＰＵ
　２００　画像読取装置
　３００　両面ユニット
　Ｓ、Ｐ、Ｑ　記録媒体（転写材）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１２３】
【特許文献１】特開平１０－１６０６８７号公報
【特許文献２】特開２００６－０６２８４２号公報
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